
　
「
５
ヵ
年
計
画
17

－

21
」
で
は
、
コ
ス
ト
削

減
を
目
的
に
、
文
学
館
や
博
物
館
、
鶴
川
図
書

館
、
さ
る
び
あ
図
書
館
の
廃
止
の
検
討
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
会
を
中
心
に
広
範
な
市
民
が

立
ち
上
が
り
、「
４
つ
の
公
共
施
設
」
の
存
続

を
求
め
る
請
願
が
、
合
計
２
万
８
千
人
の
署
名

と
と
も
に
市
議
会
に
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致

（
内
２
件
は
多
数
）
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
石

阪
「
行
革
」（
公
共
施
設
削
減
計
画
）
は
、
市

民
か
ら
も
議
会
か
ら
も

Ｎ
Ｏ
！
の
審
判
を
受
け

た
の
で
す
。

　

石
阪
市
政
は
、「
５
ヵ
年
計
画
17

－

21
」
で

公
共
施
設
削
減
計
画
を
進
め
る
一
方
、
２
０

０
億
円
の
「
４
つ
の
森
」
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
東
急
電
鉄
と
の
共

同
開
発
〝
南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
パ
ー
ク
〞
に

73
億
８
千
万
円
。
野
津
田
公
園
内
陸
上
競
技

場
の
観
客
席
５
千
席
増
設
な
ど
に
は
75
億
３
，

６
０
０
万
円
（
合
計
約
１
２
０
億
円
）。
市
立

博
物
館
を
廃
館
し
、（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術

館
整
備
に
17
億
５
，８
０
０
万
円
、
芹
ケ
谷
公

園
芸
術
の
杜
第
１
期
整
備
に
６
億
３
，３
０
０

万
円
。
薬
師
池
公
園
四
季
彩
の
杜
整
備
に
は

25
億
４
３
０
０
万
円
投
入
す
る
計
画
で
す
。

　
「
新
た
な
交
通
網
整
備
を
前
提
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
」（
当
面
の
施
政
方
針
）
を
打
ち
出
し

た
石
阪
市
長
。
モ
ノ
レ
ー
ル
の
新
駅
の
他
、

小
田
急
、Ｊ
Ｒ
と
３
つ
の
町
田
駅
が
１
か
所
に

集
中
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

再
編
整
備
な
ど
で
、
町
田
駅
前
の
乗
降
客
は

急
激
に
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
の
設
置
と
交
通
タ
ー

ミ
ナ
ル
機
能
再
編
に
よ
る
巨
大
再
開
発
が
行

わ
れ
ま
す
。
商
店
街
や
ま
ち
の
環
境
、
市
の

財
政
負
担
へ
の
影
響
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

石
阪
市
長
が
４
年
前
の
選
挙
公
約
に
し
た

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」
建
設
が
、
３
か

月
後
に
は
、「
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
」
に
変
更
し

ま
し
た
が
、
見
通
し
が
立
た
ず
に
計
画
は
頓
挫
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
モ
ノ

レ
ー
ル
延
伸
に
合
わ
せ
、「
ホ
ー
ル
あ
る
い
は

ア
リ
ー
ナ
」
を
検
討
す
る
と
答
弁
。
今
議
会
で

は
、
担
当
部
長
が
、
小
田
急
町
田
駅
北
口
再
開

発
と
し
て
「
ど
れ
に
す
る
か
検
討
中
」
と
答
え

た
の
に
対
し
て
、
石
阪
市
長
は
、「
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
を
つ
く
る
」
な
ど
と
、
市
長
の
答
弁
は

ク
ル
ク
ル
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
１
０
０
億
円
規

模
の
市
長
の
身
勝
手
な
〝
夢
〞
を
許
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

石
阪
市
政
は
、〝
４
つ
の
森
開
発
〞
に
く
わ

え
、〝
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
〞
や
〝
新
た
な
集
客

施
設
〞
の
再
開
発
と
大
型
ハ
コ
モ
ノ
建
設
熱
中

病
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。
莫

大
な
税
金
投

入
と
な
る
大

型
開
発
優
先

を
や
め
て
、

市
民
の
暮
ら

し
、
福
祉
、

教
育
第
一
に

転
換
す
べ
き

で
す
。

　

と
の
む
ら
健
一
市
議
は
、
採
択
さ
れ
た
請
願

の
趣
旨
に
沿
っ
て
「
４
つ
の
公
共
施
設
」＊
の

存
続
を
求
め
ま
し
た
。
政
策
経
営
部
長
は
、
請

願
採
択
は
「
非
常
に
重
く
受
け
止
め
て
い
る
」

と
述
べ
た
一
方
で
、〝
存
続
か
廃
止
か
〞
は
検

討
中
で
あ
る
と
、
従
来
の
方
針
は
変
え
ず
、
市

民
の
願
い
と
議
会
の
決
定
に
背
を
向
け
る
答
弁

を
し
ま
し
た
。（
＊「
公
の
施
設
」
と
は
ー
地
方
自
治

法
第
２
４
４
条
第
１
項
「
住
民
の
福
祉
増
進
の
目
的
で

そ
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
」）

　
「
今
後
10
年
の
町
田
市
民
文
学
館
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」
の
答
申
（
17
年
３
月
）
が
、
市
教

育
委
員
会
に
出
さ
れ
ま
し
た
。「
答
申
」
は
、

今
後
10
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
柔
軟

で
質
（
ク
ォ
リ
テ
ィ
）
の
高
い
文
学
館
を
目
指

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
存
続
を
前
提

に
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
「
５
ヵ
年
計
画
17

－

21
」の
「
存
廃
の
決
定
」は
、

こ
の
「
答
申
」
を
無
視
し
た
も
の
で
す
。「
答
申
」

の
趣
旨
を
生
か
し
、
地
域
と
市
民
に
誇
れ
る
文

学
館
と
し
て
存
続
、
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

　

文
学
館
、
博
物
館
、
２
つ
の
地
域
図
書
館
は
、

長
年
、
地
域
住
民
に
愛
用
さ
れ
、
社
会
教
育
施

設
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
き
ま
し

た
。市
民
が
存
続
を
求
め
た
「
４
つ
の
請
願
」は
、

い
ず
れ
も
市
議
会
が
採
択
し
ま
し
た
。
石
阪
市

政
は
、
議
会
の
結
論
に
従
い
、
こ
れ
ら
の
公
共

施
設
の
存
続
を
決
定
す
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、

「
町
田
市
５
ヵ
年
計
画
17

－

21
」
の
市
民
不
在

の
内
容
は
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
す
。

石
阪「
行
革
」に
、

市
民
と
議
会
が
Ｎ
Ｏ
！

〝
大
型
ハ
コ
モ
ノ
〞熱
中

や
め
て
、市
民
の
暮
ら

し
第
一
に
転
換
を

「
存
続
」を
決
定
し
、市

民
不
在
の「
５
ヵ
年
計

画
17

－

21
」は
抜
本
的

見
直
し
を

〝
知
的
な
文
化
活
動
の
支
援
〞

こ
そ
、市
民
文
学
館
の
役
割

「
答
申
」の
趣
旨
を
生
か
し
、

存
続
、発
展
を

公
共
施
設「
廃
止
を
含

め
た
検
討
は
続
け
る
」

市
民
の
願
い
と
議
会
の

決
定
に
背
く
答
弁

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」？「
文
化
芸

術
ホ
ー
ル
」？「
ア
リ
ー
ナ
」？

「
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
！
」。ク
ル

ク
ル
変
わ
る
市
長
の〝
夢
〞

採
択
さ
れ
た
市
民
の「
請
願
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　     

『
文
学
館
』、『
博
物
館
』、

『
鶴
川
図
書
館
』、『
さ
る
び
あ
図
書
館
』は
存
続
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　     

『
文
学
館
』、『
博
物
館
』、

『
鶴
川
図
書
館
』、『
さ
る
び
あ
図
書
館
』は
存
続
を
！

鶴川団地商店街内の鶴川図書館

市民文学館「ことばらんど」

市立陸上競技場とスタンド

再開発が計画される小田急町田駅北口

本町田にある市立博物館

工事中の南町田グランベリパーク

モノレール駅が予定されるＪＲ町田駅前

さるびあ図書館とそよかぜ号

身
近
な
公
共
施
設
減

ら
し
、鶴
間
公
園
、野

津
田
公
園
な
ど
で
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
と

も
な
い

３
つ
の
町
田
駅
と
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
巨
大

再
開
発
が

殿村　健一

市立博物館と隣接する遺跡公園

2
0
0
億
円

市民生活犠牲の「行革」と大型開発優先をやめて、
市民の　　  、　　、 　　第一の市政に転換を！
市民生活犠牲の「行革」と大型開発優先をやめて、
市民の　　  、　　、 　　第一の市政に転換を！

　とのむら健一市議は、一般質問
で、４期目となる石阪市長の「当面
の施政方針」と政治姿勢をただしま
した。とくに、公共施設の削減と大
型開発優先はやめて、地方自治体本
来の役割（住民の福祉増進）を果た
すべきであると要求しました。暮らし 福祉 教育

「
４
つ
の
森
」開
発
に　
　
　
　
　
　

   

、

さ
ら
に
、町
田
駅
周
辺
で
大
型
再
開
発
が

「
４
つ
の
森
」開
発
に　
　
　
　
　
　

   

、

さ
ら
に
、町
田
駅
周
辺
で
大
型
再
開
発
が


